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浦島太郎 

 

むかしむかし、浦島太郎という若い

漁師が、年老いた母親と暮らしてい

ました。ある日、海辺を歩いていると、

子どもたちが一ぴきのかめをつつい

たり、ひっくり返したりして遊んで

いました。浦島太郎は、「これこれ、

かわいそうだから、にがしておやり」

と言い、かめを助け、海にはなしてや

りました。 

 

しばらくたったある日のこと。浦島

太郎がつりをしていると、かめが一

ぴき泳いできて、言いました。「この

あいだはありがとうございました。

お礼にあなたを竜宮城へおつれしま

す。」浦島太郎はよろこんで、かめの
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せなかに乗ると、かめは海の中を泳

いで行きました。 

 

気がつくと、まばゆく光るごてんが

みえてきました。浦島太郎がかめか

らおりると、美しい乙姫様が、たくさ

んの魚をしたがえてあらわれました。

「ようこそおいでくださいました。

どうぞすきなだけいてくださいね。」 

竜宮城の広間では、次から次へとご

ちそうが運ばれ、魚たちが美しい舞

をみせてくれます。まるで夢を見て

いるようで、毎日うっとりとくらし

ていましたが、三年たつと、母親のこ

とが心配になり、帰ることにしまし

た。乙姫様は、おみやげに美しい箱を

出して「これは玉手箱です。でも、絶

対にあけてはいけませんよ。」と言い
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ました。浦島太郎は玉手箱をかかえ、

かめのせなかに乗ると、いつの間に

か海辺に戻っていました。 

 

浦島太郎は急いで家に帰ろうとしま

したが、どうも村のようすが違いま

す。自分の家もみつかりません。そこ

で、人にたずねてみました。「浦島太

郎？そんな名前の人が百年も前にお

ったが、ある日海へ漁に出たまま帰

らなかった、と聞いたことがある。」

浦島太郎は、口もきけないほどおど

ろきました。竜宮城の三年間が、地上

では百年だったのです。浦島太郎は

悲しみながら海辺へ戻り、すわりこ

んでしまいました。 

 

そして、玉手箱のことを思い出し、乙
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姫様に言われたことを忘れて、少し

開けてみました。そのとたん…。箱の

中からまっ白いけむりが立ち上り、

浦島太郎はみるみる髪がまっ白にな

り、しわだらけでこしの曲がった、よ

ぼよぼのおじいさんになってしまっ

たということです。 

 

 


